
募
集
期
を
逸
し
た
事
も
、
叉
前
後
遁
じ
て
五
回
の
募
集
金
し

た
の
に
も
不
拘
投
稿
散
の
非
常
に
少
な
か
っ
た
事
も
叉
確
か

に
そ
の
一
因
で
あ
る
、
此
は
合
員
諸
君
の
自
性
心
が
深
〈
な

っ
た
魚
め
か
も
知
れ
ぬ
、
然
し
吾
々
は
未

r修
養
の
道
中
に

在
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
論
説
や
修
鮮
の
完
全
を
期
す
る
事
は

勿
論
出
来
な
い
、
唯
吾
々
は
現
在
の
吾
々
ざ
し
て
ぺ
ス
ト
を

謹
し
異
な
り
さ
信
令
る
慮
の
も
の
を
披
揮
す
れ
ば
そ
れ
で
充

分
な
の
で
あ
る
、
周
聞
か
ら
の
批
評
を
恐
れ
て
居
る
や
う
で

は
そ
の
綾
展
は
望
ま
れ
ぬ
周
囲
よ
り
の
正
し
き
批
評
そ
れ
は

吾
々
の
大
に
望
な
所
で
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
、
ぞ
れ
は
寧
ろ
我

々
の
思
想
や
文
章
の
練
磨
の
砥
で
あ
る
o

二
三
年
の
後
に
は
又
此
の
棲
神
の
復
活
を
見
る
で
あ
ら
う

与
の
時
に
は
競
っ
て
技
稿
せ
ら
れ
そ
し
て
此
の
棲
榊
が
内
容

形
式
の
雨
面
じ
於
て
租
山
文
書
の
精
華
ざ
し
て
恥
か
し
か
ら

ぬ
迄
で
じ
綾
展
せ
ん
事
を
新
っ
て
止
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
O

（
大
正
十
三
年
六
月
三
十
日
湖
水
詑
）

I
l
l
i
t
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関
西
地
方
修
亭
族
行
記

六
月
三
日
晴
天
身
延
出
後

白
雨
一
過
し
て
蔚
蒼
た
る
紘
林
翠
樹
は
紘
愈
よ
深
ふ
し
て
幽

致
情
淑
涼
味
掬
す
ぺ
き
季
に
五
口
組
山
の
健
児
一
行
五
十
名
は

小
川
猪
口
雨
敬
授
引
率
の
下
に
修
皐
放
行
の
途
に
就
〈
O

午

後
三
時
一
向
精
神
間
前
に
集
合
し
法
味
を
献
じ
道
中
の
無
事

を
新
hJ
教
頭
狽
下
の
訓
示
あ
り
残
留
生
一
同
に
見
透
ら
れ
て

身
延
曜
に
向
ふ
。
午
後
五
時
身
延
騨
を
殺
し
愈
よ
車
上
の
人

ざ
な
っ
た
一
行
は
、
窓
外
じ
展
開
さ
れ
て
行
〈
自
然
の
美
、

殊
に
タ
需
に
か

L
h
て
雲
表
に
聾
ゆ
る
富
士
山
の
雄
大
き
さ

水
盤
混
々

E
し
て
流
る
、
富
士
川
さ
の
天
然
の
風
景
を
稀
し

つ
L
程
な
〈
官
土
騨
仁
て
東
海
道
線
に
乗
り
換
へ
静
岡
着
、

時
に
午
後
九
時
四
十
分
な
・
り
き
o

六

月

四

日

晴

天

伊

勢

よ

b
奈
良
へ

午
前
二
時
十
五
分
静
岡
を
接
す
、
閣
を
破
る
一
音
響
さ
共
に
列

車
は
進
行
す
る
、
多
（
の
般
客
の
中
に
は
肱
枕
に
て
眠
る
者
、

談
笑
す
る
者
千
姿
寓
態
な

b
、
朝
七
時
名
古
屋
に
着
更
に
審

宮
線
に
て
山
田
騨
着
、
騨
頭
に
玄
題
旗
を
樹
て
、
我
等
放
行

隊
を
歓
迎
せ
る
あ
り
、
是
れ
山
岡
市
常
明
寺
の
大
橋
憲
孝
師

及
び
其
の
信
徒
諸
士
な
り
、
一
行
は
歓
迎
者
一
同
の
案
内
に

依
っ
て
常
明
寺
に
入
る
、
営
ヰ
す
は
婆
粗
嘗
て
伊
勢
大
廟
に
三

大
誓
願
を
奏
言
し
給
ひ
し
霊
蹟
な
り
、
買
物
等
を
拝
観
し
尚

書
食
の
饗
臆
を
受
け

E
午
大
橋
師
の
同
道
に
て
外
宮
に
向

ム
o
外
宮
に
詣
守
る
幾
多
の
人
々
は
何
れ
も
紳
墳
の
静
寂
な
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る
に
襟
を

E
さ
ざ
る
者
は
な
い
、
一
行
は
神
前
に
進
み
額
〈

事
暫
時
。
此
れ
よ
り
内
宮
参
道
に
謹
む
、
六
丁
じ
し
て
誓
願

井
戸
さ
云
ふ
あ
り
車
一
粗
大
願
を
以
て
大
廟
に
詣
壱
ら
れ
し
時

一
百
日
間
苦
修
銀
行
し
給
ひ
し
霊
蹟
γ
い
し
て
昔
時
の
井
戸
今

何
現
存
せ
り
、
近

t
此
の
井
戸
の
上
に
そ
が
詑
念
塔
を
建
設

す
る
向
を
聞
（
、
五
円
等
は
此
の
霊
蹟
を
拝
し
て
渇
ろ
に
六
百

七
十
有
齢
年
の
昔
、
乞
回
顧
し
戚
懐
無
量
た
ら
ぎ
る
を
得
な

い
。
一
見
ら
に
進
み
て
宇
治
橋
に
至
る
、
橋
は
流
れ
も
清
き
五

十
鈴
川
に
架
せ
ら
れ
た
り
、
橋
の
中
央
に
作
め
ば
四
隣
寂
ご

し
て
韓
な
（
露
気
粛
然
ご
し
て
充
つ
、
一
行
は
五
十
鈴
川
の

流
れ
に
口
を
蝋
ぎ
手
を
洗
ひ
敬
慶
の
誠
を
持
し
て
御
苑
に
入

り
、
疋
面
の
石
段
を
上

b
て
神
前
に
詣
で
法
味
を
捧
げ
皇
運

開
戚
の
隆
時
慨
を
祈
る
己
っ
て
紳
殿
を
拝
せ
ば
総
ぺ
て
白
き
丸

木
桂
に
て
建
築
せ
ら
れ
E

具

ω本
殿
の
棟
に
蕗
々
金

ω金
具
の

光
る
は
一
一
階
恥
股
な
戚
じ
を
典
え
る
、
我
等
は
御
苑
を
拝
観

し
白
や
さ
西
行
法
師
の

何
事
の
お
在
ま
す
か
わ
知
ら
ね
ざ
も

か
た
じ
け
な
さ
に
涙
・
』
ぼ
る
る

の
句
と
本
化
事
粗
り
廟
参
の
時
を
思
ひ
浮
ぺ
思
慕
の
情
に
填

え
示
、
等
し

f
霊
戚
に
鮪
れ
ざ
る
な
〈
歎
々
ざ
し
て
語
な
し
、

融
附
し
て
二
見
ケ
浦
に
赴
（
O

二
見
ケ
浦
の
海
遁
は
白
沙
青
松

碧
波
ご
映
帯
し
て
景
色
稲
す
る
に
勝
へ
た
り
、
殊
に
奇
な
る

大
小
雨
計
に
七
五
三
縄
の
長
（
張
り
た
る
形
・
』
を
何
物
に
も

檎
へ
ら
れ
ぬ
麗
し
き
眺
め
な
り
き
。
一
行
は
海
岸
に
憩
ふ
事

暫
時
に
し
て
二
見
ケ
浦
鐸
に
至
る
此
慮
に
於
て
同
遣
を
得
た

大
橋
仰
に
一
同
戚
謝
の
意
を
表
し
別
れ
て
五
日
一
行
は
再
び
汽

車
中
山
一
人
ご
な
b
、
午
後
九
時
奈
良
騨
に
着
、
月
り
家
品
川
館

に
投
宿
す
。

六

月

五

日

曇

商

都

見

皐

早
朝
惑
を
破
ら
れ
て
臼
を
明
（
れ
ば
ホ
4
7
u
p

の
窓
外
じ
南
部

の
風
致
初
め
て
開
回
収
さ
る
o
朝
食
後
一
行
は
ボ
テ

Y
を
川
で

昔
も
謎
h
な
き
コ
一
一
保
遁

h
を
歩
み
つ
興
踊
寺
境
内
に
至
る
、

興
一
踊
争
は
法
相
宗
の
大
本
山
に
し
て
千
一
一
百
年
前
奈
良
の
都

巴
共
仁
創
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
今
は
五
重
塔
三
重
塔

東
金
堂
花
の
松
南
凶
堂
等
り
残
存
し
て
昔
日
の
盛
時
を
偲
ば

し
む
の
惟
ふ
に
南
部
に
於
て
は
古
代
係
数
界
の
構
成
た
る
南

都
六
宗
の
寺
院
は
現
在
も
尚
ほ
興
繭
寺
東
大
寺
西
大
寺
襲
師

寺
唐
招
提
寺
等
何
れ
も
雄
大
な
る
堂
宇
を
存
す
ご
離
も
此
等

の
杢
部
は
会
く
信
仰
的
方
面
よ
り
見
れ
ば
唯
哀
れ
に
も
残
骸

を
留

U
る

ωみ
、
我
等
は
此
等
の
堂
塔
を
見
て
奈
良
偽
教
の

全
盛
時
代
を
想
像
し
更
ら
に
死
せ
る
奈
良
悌
教
を
現
観
し
て

輯
た
今
昔
の
戚
に
堪
ヘ
ゴ
る
も
の
あ
り
き
り
興
一
繭
寺
五
重
塔
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ω
・
心
よ
り
優
美
な
る
石
梯
六
十
一
段
を
下
れ
ば
猿
揮
の
池
ゐ

ら
是
れ
よ
り
春
日
紳
枇
に
週
令
る
雨
面
の
康
々
た
る
芝
午
ぽ

奈
良
公
園
な
り
鹿
多
〈
或
は
樹
の
蔭
或
は
池
り
遁
に
散
在
し

て
人

k
迎
ふ
リ
春
日
紳
枇
の
境
内
に
は
無
載
の
燈
龍
左
右
に

並
列
す
、
一
行
は
枇
前
仁
法
昧
を
捧
げ
て
神
枇
の
市
門
よ
り

二
月
笠
三
月
堂
手
向
山
人
情
等
を
巡
拝
し
て
三
笠
山
の
麓
に

同
づ
、
若
草
山
は
名
の
如
（
山
全
鵠
若
草
を
以
て
覆
は
れ
山

上
の
眺
望
も
亦
良
し
、
麓
に
暫
〈
憩
ひ
束
六
寺
の
大
悌
般
に

詣
り
一
同

E
大
な
る
慮
含
那
備
の
像
を
拝
観
し
更
に
博
物
館

仁
入
h
古
代
の
悌
像
備
塔
偽
寄
を
拝
観
し
て
奈
良
輔
時
代
の

事
術
一
川
り
礎
注
を
偲
ぷ
o
其
の
他
諸
官
枇
等
を
児
島
e

し
て
、
最

後
に
日
迷
惑
ム
人
寄
寓
の
霊
場
選
長
守
に
事
組
修
皐
の
営
時
を

似
び
奉
り
午
後
一
時
法
隆
寺
に
参
詣
し
、
聖
徳
太
子
の
悌
教

興
隆
に
努
め
さ
せ
給
ひ
し
事
蹟
を
迫
惜
し
、
且
つ
古
建
築
の

偽
塔
及
び
金
堂
上
御
堂
夢
殴
其
の
他
貸
物
の
数
？
吉
見
場
し

墓
徳
太
子
及
び
其
の
周
閣
の
人
々
の
信
仰
の
大
慣
を
知
る
事

を
得
し
は
殊
に
者
等
宗
説
家
ご
し
て
は
一
層
意
義
ゐ
る
事
に

思
は
れ
き
、
法
隆
寺
乞
出
で
汽
車
に
て
京
都
桃
山
騨
に
去
る
o

桃
山
は
昔
秀
吉
以
来
史
寅
に
宮
め
る
慮
長
（
も
明
治
天
皇
此

の
地
の
景
勝
を
愛
せ
ら
れ
し
結
果
、
比
所
に
英
霊
を
鎮
め
奉

’
り
し
な
り
、
大
帝
の
御
陵
墓
は
奮
桃
山
城
本
丸
祉
に
昭
憲
皇

太
后
の
御
陵
は
名
古
屋
丸
の
祉
に
在
せ
り
下
り
て
亦
乃
木
紳

枇
有
り
御
跡
慕
ひ
て
我
は
仔
〈
な

b
E遺
詠
し
て
自
刃
せ
る

府
軍
の
援
は
永
久
に
御
陵
近
ぐ
奉
仕
す
る
を
得
て
揃
足
な
ら

ん
っ
雨
御
懐
及
び
乃
木
一
岬
枇
に
詣
で
た
る
我
等
は
明
治
事
代

の
且
槙
巴
乃
木
崎
府
軍
の
無
二
の
忠
節
を
心
に
川
品
ひ
作
ぺ
っ
、

再
び
汽
車
・
に
て
京
都
轄
に
歪
る
、
先
づ
法
華
倶
楽
部
じ
旅
装

を
さ
き
一
息
っ
き
し
は
午
後
六
時
な
・
り
き
υ

六

月

六

日

曇

京

都

市

内

見

串

京
都
は
紀
元
一
四
五
四
年
の
延
屠
十
三
年
版
武
帝
の
都
し
給

ひ
て
よ
り
明
的
初
年
迄
一
千
飴
年
同
皇
居
の
地
に
し
て
今
日

向
は
御
印
位
の
大
儀
は
京
都
に
於
て
行
わ
せ
ら
る
、
亦
平
安

時
代
よ
り
の
悌
救
文
皐
、
美
術
等
今
に
至
っ
て
向
ほ
且
つ
昔

の
面
影
公
越
せ
る
も
の
少
な
か
ら
A
Y
け
妹
に
本
宗
に
闘
し
て

は
永
仁
二
年
日
像
菩
薩
常
郁
間
数

ω後
端
、
及
び
日
静
上
人

鎌
倉
名
越
よ
り
今
り
パ
先
山
本
凶
寺
を
京
都
に
移
輔
押
せ
ら
る

る
等
を
始
め
ご
し
て
妙
法
の
西
漸
は
・
諸
に
今
日
見
る
が
如
き

盛
大
を
呈
す
る
に
至
れ

h
o先
づ
本
関
守
に
愛
詣
す
、
賞
寺
は

前
辿
の
如
（
臼
静
上
人
鎌
倉
よ

b
移
さ
れ
た
る
寺
仁
し
て
有

名
な
る
三
箇
の
重
賓
の
噛
一
宗
組
随
身
偽
立
像
の
縛
算
を
奉

安
せ
b
、
其
他
大
地
山
内
霊
賓
等
全
部
拝
観
す
る
事
を
得
且

つ
亦
嘗
本
山
及
び
光
向
島
中
院
生
諸
君
は
吾
等
組
山
旋
行
隊
を
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歓
迎
し
昔
日
特
に
歓
迎
茶
話
舎
を
催
し
長
尾
信
正
よ

b
親
し

（
敷
迎
の
僻
を
戴
き
し
は
戚
謝
に
堪
へ
今
、
一
行
は
本
園
寺

よ
り
明
徳
女
皐
校
を
見
皐
一
県
ら
に
ニ
健
離
宮
に
赴
き
維
新
の

大
政
奉
還
の
時
を
追
想
し
っ
、
両
陣
に
重
り
、
管
会
を
刷
れ

る
北
野
天
満
官
及
び
足
利
義
捕
が
一
袋
容
を
極
め
し
燕
屈
の
地

化

b
し
金
閣
寺
に
重
る
然
し
て
三
局
の
棲
閣
其
の
他
省
時
の

粋
を
極
め
た
る
美
術
的
賓
物
等
を
見
皐
し
道
念
北
に
ご
り
で

四
海
唱
諮
妙
願
寺
に
着
〈
、
賞
ヰ
寸
は
後
醍
醐
帝
の
勅
顧
問
に

し
て
日
像
上
人
の
開
基
本
宗
格
北
後
紗
の
道
場
た
り
嘗
山
の

同
慰
安
玄
旨
本
隼
宗
鋭
の
輪
百
等
を
拝
観
し
日
像
上
人
竺
二
期

一
一
一
赦
の
弘
通
念
偲
h

品
、
特
に
賞
山
主
の
厚
意

μ
よ
り
龍
華
文

庫
を
見
串
し
己
っ
て
、
村
雲
端
龍
寺
門
跡
に
詣
？
、
賞
御
所

は
後
川
柳
成
帝
の
勅
願
所
に
し
て
豊
会
の
姉
日
秀
尼
の
開
創
た

り
υ
決
に
東
山
方
面
に
向
ひ
先
づ
御
苑
じ
入
る
御
苑
の
中
央

に
御
所
ゐ
b
赴
れ
ぞ
桓
武
帝
以
来
永
年
皇
居
た
り
し
所
に
し

て
明
治
初
年
一
単
駕
京
選
せ
ら
れ
御
所
を
別
官
さ
せ
ら
れ
た
れ

ど
古
委
大
搬
を
奮
時
の
ま
ま
に
存
せ
ら
る
向
は
束
し
て
西
身

延
姐
山
歴
代
岡
敬
日
意
上
人
開
基
な
る
本
山
妙
停
寺
に
参
詣

し
、
そ
れ
よ
り
少
し
く
歩
み
て
岡
崎
公
園
に
至
れ
ば
平
安
時

代
を
似
ょ
や
安
紳
宮
在
b
、
半
安
実
都
千
百
年
祭
に
際
し
新

に
桓
武
帝
の
紳
霊
を
奉
剥
せ
ら
る
、
其
の
一
刷
前
に
碧
克
丹
塗

批
麗
な
る
建
物
の
並
べ
る
ゐ
り
、
之
れ
を
大
極
股
ご
云
ふ
、

其
の
他
武
徳
殿
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
及
び
今
上
帝
り
御
即
位
式
り

記
念
物
た
る
公
曾
堂
等
を
見
皐
し
造
か
に
南
艦
守
の
三
門
を

望
み
つ
臆
天
門
よ
り
真
直
？
に
道
を
ご
れ
ば
帯
土
宗
鎮
西
娠

の
総
本
山
智
恩
院
に
歪
Q

、
撹
内
宏
大
に
し
て
堂
塔
観
る
ぺ

き
も

ωゐ
h
、
向
は
右
す
れ
ば
泉
石
の
美
を
極
め
た
る
岡
山

公
園
に
出
づ
夏
ら
に
進
み
て
束
火
谷
高
壷
守
等
乞
経
て
入
抵

五
貫
塔
を
見
清
水
中
一
寸
仁
向
ふ
、
清
水
寺
は
大
同
年
同
坂
上
田

村
麿
の
創
建
に
か
、
、
る
名
剰
に
し
て
規
模
宏
枇
を
極
め
J

崎
中

南
面
の
舞
金
は
古
来
頗
る
名
高
〈
其
の

F
に
昔
絹
の
瀧
ゐ

・
り
、
瀧
よ
り
裏
山
の
密
林
を
辿
り
て
本
園
寺
の
茶
毘
所
た
る

東
山
法
華
寺
に
奉
詣
富
寺
は
日
静
上
人
の
開
基
な

h
、
一
行

は
住
臓
の
歓
待
に
依
り
暫
時
休
息
し
三
十
三
間
堂
博
物
館
等

を
経
て
真
大
本
山
東
本
願
寺
及
び
西
本
願
寺
仁
至
る
何
れ
も

堂
塔
伽
藍
蹴
る
雄
火
に
且
つ
亦
詣
今
る
者
甚
だ
多
し
、
｝
行

は
何
れ
も
彼
れ
等
宗
慌
の
迷
へ
る
信
仰
が
如
何
程
迄
人
心
の

奥
底
に
食
ひ
入
れ
る
か
を
想
像
し
て
叉
心
慨
に
堪
へ
ざ
る
も

の
ゐ
り
。
斯
〈
て
本
日
の
見
事
も
終
へ
て
午
後
六
時
倶
楽
部

じ
蹄
着
六

月

七

日

時

比

叡

山

及

び

近

江

見

皐

早
朝
倶
築
部
を
山
殺
し
市
内
三
候
大
橋
よ
り
京
律
電
車
に
て
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大
津
に
入
り
足
ら
に
畿
道
に
て
叡
山
騨
に
至
る
、
叡
山
町
よ

り
延
層
寺
本
坊
の
境
内
を
遇
ぎ
比
叡
山
登
b
口
に
向
ふ
道
は

庚
〈
雨
側
に
芝
草
生
ひ
茂
h
樹
木
並
び
樹
も
、
慮
々
仁
石
燈

寵
の
配
置
せ
る
越
さ
先
づ
装
躍
の
気
ゐ
b
、
登
り
口
よ
り
二

十
五

T
の
坂
道
ゐ
b
、
漂
々
た
る
琵
琶
湖
の
青
空
仁
法
る
を

顧
蹴
し
っ
、
抜
路
を
辿
る
、
坂
は
念
じ
し
て
折
々
秀
峯
峻
嶺

の
問
仁
古
松
老
杉
翁
欝
青
々
ご
し
て
情
涼
の
気
一
山
に
尚
も

亦
見
る
ぺ
き
あ
り
、
一
一
行
は
漸
（
根
本
中
堂
じ
登
り
着
〈
山

上
ゆ
茶
店
に
休
息
し
桜
本
中
堂
の
内
陣
を
奔
す
、
卒
に
延
暦

寺
山
り
信
よ
ら
比
・
桜
山
仁
っ
き
て
の
説
明
含
得
た
り
、
静
岡
山
は

天
台
宗
総
本
山
に
し
て
桓
武
常
り
勅
願
に
依
り
博
敬
大
師
の

開
制
に
し
て
延
暦
四
年
大
帥
始
め
て
此
の
山
に
登
h
一
乗
止

観
院
全
建
立
し
自
ら
一
切
三
越
の
薬
師
如
来
の
掌
像
を
彫
み

之
を
安
置
す
、
以
後
弘
仁
十
四
年
勅
額
を
賜
h
延
暦
守
ご
名

け
ら
れ
た
り
o
亦
比
叡
山
は
各
宗
の
名
借
等
の
遊
串
せ
ら
れ

た
る
地
な
れ
ば
悌
数
界
に
最
も
深
き
闘
係
を
有
せ
り
。
中
堂

よ
り
大
講
堂
仁
進
み
一
行
講
堂
を
見
皐
す
る
時
漫
ろ
に
過
去

幾
百
年
以
前
単
組
曾
て
遊
皐
せ
ら
れ
た
る
嘗
時
を
偲
ぶ
o

中
堂
講
堂
何
れ
も
宏
祉
を
極
め
し
も
の
な
り
o
講
堂
よ

b
戒

檀
院
及
び
博
敢
大
師
廟
な
る
博
士
院
其
他
法
華
堂
幹
迦
堂
相

輪
塔
等
中
塔
西
塔
の
大
躍
を
見
集
し
山
路
を
横
川
仁
ご
れ
ば

再
び
湖
水
現
れ
山
容
水
色
雲
形
樹
影
一
さ
し
て
奇
な
ら

F
る

な
〈
妙
な
ら

F
る
は
な
し
、
一
行
は
疲
勢
も
畳
え
歩
横
川
中

堂
元
三
大
師
堂
を
過
ぎ
て
臼
蓮
上
人
修
串
の
露
地
定
先
院
に

到
着
ぜ

b
、
此
所
以
極
め
て
菰
越
の
地
な

b
、
一
同
曇
姐
の
墓

前
に
問
づ
き
讃
経
唱
題
墨
人
の
修
曲
学
品
目
同
時
を
追
憶
し
て
涙
Z

共
に
側
の
草
を
掃
ひ
必
を
捧
げ
て
後
古
よ
り
絶
え
A
Y
濁
な
き

霊
水
に
喉
を
澗
し
周
国
の
霊
一
誌
に
鯛
れ
て
各
々
名
残
念
惜
み

つ
山
を
下

h
途
中
有
名
な
る
恵
心
院
を
経
へ
再
び
比
叡
山
町

に
出
で
博
敬
六
師
誕
生
の
地
た
る
生
源
寺
に
詣
で
坂
本
に
至

る
一
行
は
棚
上
を
巡
ら
ん
芭
蒸
れ
舶
に
乗
じ
湖
上
を
走
る
、

甲
板
に
立
ち
て
琵
琶
湖
上
を
望
め
ば
砂
調
ご
し
て
碧
空
に
連

る
、
時
し
も
・
大
風
吹
活
家
り
大
波
掬
々
ご
し
て
恰
も
海
の
如

し
、
般
は
唐
崎
の
松
を
棋
に
見
て
勢
多
橋
乞
過
ぎ

L
時
突
如

大
雨
降
h
t
m
h
石
山
に
着
き
し
時
は
一
層
激
し
〈
降
b
し
き

る
一
同
ゐ
は
た
H
Y

し
〈
般
乞
捨
て
お
す
じ
て
石
山
寺
に
至
る
、

石
山
は
名
の
如
〈
大
な
る
自
然
伝
を
以
て
瞳
ご
な
し
を
の
形

甚
だ
奇
な
り
、
段

ee上
れ
ば
紫
式
部
の
泌
氏
物
語
を
草
せ
る

跡
ゐ
b
亦
左
に
観
月
亭
在
b
雨
降
る
中
に
も
造
か
に
湖
h
L
望

む
其
の
自
然
の
美
・
貨
に
晴
天
よ

h
も
一
一
層
趣
き
を
揺
へ
た

b
o
石
山
主
去

b
て
電
車
に
て
京
都
い
踊
る
倶
楽
部
に
着
さ

し
は
午
後
七
時
な
b
き
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六
月
八
日
晴
天
京
都
川
後

去
る
六
日
の
市
内
見
撃
は
天
伎
の
都
合
上
市
内
杢
部
を
昆
号

す
る
事
不
可
能
な
b
し
局
め
本
日
午
前
七
時
よ
り
午
後
入
時

ま
で
自
由
行
動
を
取
っ
て
各
自
希
望

ω蕗
に
行
き
て
京
都
の

気
分
を
味
ふ
o
午
後
八
時
全
部
集
合
人
員
を
結
呼
し
同
十
一

時
一
同
放
袋
そ
整
へ
倶
楽
部
を
僻
し
て
京
都
騨
に
赴
き
午
後

十
二
時
の
列
車
に
て
先
山
皐
院
事
生
諸
君
に
見
迭
ら
れ
、
去

b
難
き
西
の
都
を
後
に
山
捺
す
、
而
し
て
明
れ
ば
六
月
九
日

午
後
四
時
身
延
に
着
、
残
留
生
諸
君
じ
迎
へ
ら
れ
て
共
に
枝

献
を
奏
し
つ

L
無
事
蹄
山
す
。
一
行
は
三
門
前
に
於
て
悌
姐

三
賀
仁
見
態
旅
行
隊
の
無
事
終
了
を
奉
告
し
高
蔵
を
三
唱
し

て
解
散
せ

b
o

最
後
に
謹
ん
で
今
回
修
皐
旅
行
中
献
待
を
戸
時
ふ
せ
る
各
寺
院

及
び
信
徒
諸
氏
に
鈎
し
謝
意
乞
表
し
て
捌
筆
す
。

（
以
上
吉
川
詑
）
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設
二
三
年
は
可
成
り
山
た
暴
げ
て
の
枇
奥
が
重
つ
六
、
聖
誕
七
百
年
、
世
界

平
和
組
桶
助
法
要
、
立
以
L

大
師
協
宣
下
書
奉
戴
式
、
茶
都
皮
満
山
の
大
衆
と
相
交

っ
て
叩
婆
均
々
し
〈
立
働
い
れ
一
昔
事
国
師
後
の
努
力
は
、
山
の
歴
市
民
と
倶
に
蓋

し
忘
る
能
は
ざ
る
事
の
一
つ
で
あ
ら
う
o
英
慮
ド
一
迫
感
ひ
の
淳
厚
さ
と
、
施
山
震

の
倒
湧
さ
と
が
窺
は
れ
て
床
し
い
。
山
乍
ら
の
文
化
た
闘
い
て
底
の
底
迄
た
敏

い
て
進
展
ょ
の
雄
者
六
ら
ん
と
す
る
聖
子
の
臨
み
は
何
時
其
の
墓
ま
る
、
世
ヘ

民
に
似
舞
ふ
事
が
詐
さ
れ
る
か
知
ら

l

ド
守
セ
争
ひ
は
人
生
品
℃
の
尖
で
わ

り
、
不
満
は
若
き
人
＃
の
捨
て
難
い
情
の
一
一
回
の
カ
に
。
大
正
十
二
年
i
：・某

れ
は
閲
組
御
入
山
六
百
五
十
年
の
奉
統
合
一
り
秋
で
あ
っ
六
。
｝
年
の
経
偉
か
ら

続
出
さ
る
弘
本
舎
の
紛
呆
は
如
何

ι綴
ら
れ
し
か
、
別

ι詳
細
日
旦
る
事
は
年

内
遂
失
身
延
数
雑
誌
ょ
に
厳
げ
大
事
故
、
叉
紙
数
の
詐
さ
な
い
所
で
も
あ
れ
ば

詑
円
い
は
大
要
の
事
件
在
記
し
て
以
っ
て
一
一
般
へ
の
感
謝
と
、
希
還
と
げ
い
一
及
ぼ

－n

，。
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昨
年
度
の
曾
識
に
失
で

十
一
月
十
日
：
：
・
前
卦
延
欽
報
記
者
黒
海
松
南
民
の
編
輯
「
立
正
」
の
創
刊

に
際
L
寸
志
や
表
し
て
就
す

－
月
五
日
：
：
・
本
院
生
親
睦
幅
引
曾
執
行
太
田
文
事
部
幹
事
此
に
諸
島

一
月
十
五
日
：
・
・
・
帽
章
改
正
の
件
中
五
以
よ
集
合
し
て
協
議
確
定
、
同
事
曾

準
備
委
員
と
し
て
結
城
瑞
光
君
江
総
亮
富
男
君
渡
遁
泰
深
君
松
田
文
描
嶋
君
等
合
噌

推
選
す
。

一
一
月
十
六

H

i－
－
宗
祖
降
誕
舎
例
年
に
比
し
異
り
し
事
な
し
夜
間
郎
学
生
劇
精


